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ジュネーヴ大学における日本語教育──漢字データベースの作成とその活用

1　

は
じ
め
に

筆
者
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
・
東
ア
ジ
ア
研
究
学
科
日
本
学
専
攻
で
主

に
漢
字
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
は
13
年
目
で
、
以
前
は
フ

ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
学
で
も
教
壇
に
立
っ
て
い
た
。
職
場
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

だ
が
、
ス
イ
ス
南
部
の
イ
タ
リ
ア
語
圏
ル
ガ
ー
ノ
で
暮
ら
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
、
な
ら
び
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大

学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
、
次
に
、
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活

用
に
つ
い
て
、
最
後
に
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
派
生
し
た
日
中
漢
字
比
較
の
研

究
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く★

★

。

2　

ス
イ
ス
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
の
日
本
語
教
育

2
・
1　

四
つ
の
言
語
・
三
大
言
語
圏

ス
イ
ス
は
日
本
の
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
面
積
で
、
26
の
州
（canton

）

か
ら
な
る
連
邦
国
家
で
あ
る
。
ス
イ
ス
全
体
で
も
住
民
の
約
20
％
が
外
国
人
だ
が
、

国
際
色
豊
か
な
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
そ
の
比
率
が
約
40
％
に
ま
で
跳
ね
上
が
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
話
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
は
ス
イ
ス
の
公
用
語
の
一
つ
で
あ

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
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本
稿
で
は
ス
イ
ス
な
ら
び
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
現
状
を
概
観
し
た
後
で
、
学
生
の
要
望
に
応
え
る
形
で
作
成

さ
れ
た
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
１
０
７
８
字
）
を
紹
介
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
市
販
の
文
法
教
科
書
（
二
巻
）
に
登
場
す
る
全
漢

字
を
抽
出
し
、
基
本
情
報
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
練
習
問
題
を
含
む
二
冊
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
小
冊
子
を
作
成
し
、
現
在
ま
で
学
部
で
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
学
専
攻
と
連
携
し
て
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
中
国
語

と
の
相
似
性
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、「
形
状
（
71
％
）」「
意
味
（
89
％
）」「
音
声
（
12
％
）」
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
う
し
た
分
析
は
東

ア
ジ
ア
研
究
学
科
で
日
中
両
言
語
を
同
時
に
学
ぶ
学
習
者
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、「
潜
在
的
な
日
本
語
学
習
者
」
を
増
や
す
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
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る
。
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
が
公
用
語★

★

で
、
国
語
は
こ
の
三
つ

に
ロ
マ
ン
シ
ュ
語
が
加
わ
っ
て
4
つ
に
な
る
。
た
し
か
に
一
つ
の
州
で
二
カ
国
語

や
三
カ
国
語
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
全
て
の
ス
イ
ス
人
が
主
要
三
カ
国
語
を
話

せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
よ
っ
て
言
語
圏
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
語
と
い
っ
て
も
ス
イ
ス
ド
イ
ツ
語
が
使
わ
れ
て
い
て
、
地
方
に
よ
っ
て
方
言
の

種
類
も
多
い
の
で
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
面
積
で
言
う
と
、
ド
イ
ツ
語
圏
60
％
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
20
％
、
イ
タ
リ
ア
語
圏
6
％
と
い
う
割
合
に
な
る
（
図
1
）。

国
際
交
流
基
金
の
最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ス
イ
ス
の
日
本
語
学
習
者
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
六
番
目
、〈
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
学
習
者
〉
の
順
位
で
は
同
じ

く
四
番
目
に
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

ス
イ
ス
の
日
本
語
教
育
の
特
色
と
し
て
、
民
間
の
語
学
学
校
の
学
習
者
が
全
学

習
者
数
の
半
数
以
上
を
占
め
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る★

★

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
上
位
の
国
で
は
ス
イ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
ぐ
ら
い
に
し
か
当
て

は
ま
ら
な
い
。
ス
イ
ス
で
日
本
語
を
学
べ
る
公
的
機
関
の
数
が
少
な
く
、
民
間
の

教
育
機
関
が
多
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
言
語
環
境
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ

う
に
ス
イ
ス
に
は
三
つ
の
主
要
言
語
圏
が
あ
る
た
め
に
、
初
等
・
中
等
教
育
で
は
、

ド
イ
ツ
語
圏
な
ら
ド
イ
ツ
語
＋
フ
ラ
ン
ス
語
、
ま
た
は
イ
タ
リ
ア
語
＋
英
語
と
い

う
よ
う
に
、
必
修
ま
た
は
必
修
に
近
い
語
学
の
ク
ラ
ス
を
受
け
な
く
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
物
理
的
な
制
約
に
よ
り
、
公
教
育
機
関
で
は
日
本
語
の
よ
う
な

「
そ
の
他
の
言
語
（langues distantes

）」
を
教
え
る
余
地
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
外
国
語
で
ド
イ
ツ
語
を
9
歳
か

ら
学
び
、
第
二
外
国
語
で
英
語
を
11
歳
か
ら
学
ぶ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
ス
イ
ス
は
連
邦
制
な
の
で
、
各
州
に
よ
っ
て
教
育
制
度
は
異
な
る
。
例

え
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
州
で
義
務
教
育
は
15
歳
ま
で
だ
が
、
二
〇
一
七
年
か
ら
は

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
州
の
み
18
歳
ま
で
と
な
っ
た
。

2
・
2　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育

次
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
の
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
現
在
、
ス
イ

ス
で
日
本
語
を
専
門
的
に
学
べ
る
大
学
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
を
は
じ
め
と
し

て
六
つ
し
か
な
い★

★

。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
は
一
五
五
九

年
、
宗
教
改
革
の
主
導
者
と
し
て

有
名
な
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
七
七

年
に
「
日
本
学
専
攻
」
が
開
設
さ

れ
た
。
文
学
部
の
そ
の
他
の
専
攻

で
は
、
哲
学
や
言
語
学
な
ど
が
有

名
だ
。

付
録
1
（
50
頁
参
照
）
は
文
学

部
の
各
専
攻
ご
と
の
履
修
者
数
を

示
し
た
二
〇
一
九
年
の
デ
ー
タ
で

あ
る
。
日
本
学
専
攻
は
１
６
４
名

で
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
言

語
学
な
ど
に
引
け
を
取
ら
な
い
規

模
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
文
学
部

で
は
定
員
が
な
い
の
で
、
人
気
が

あ
る
専
攻
は
履
修
者
が
多
く
な
る
。

42
あ
る
科
目
の
中
で
、
日
本
学
専

攻
は
学
生
数
が
六
番
目
に
多
い
専

攻
だ
。
ち
な
み
に
中
国
学
専
攻
の

履
修
者
は
１
０
２
人
で
、
選
択
科

目
で
あ
る
韓
国
学
は
64
名
で
あ
っ

図 1　スイスの日本語学習者数★3
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た
。図

2
は
過
去
10
年
間
に
お
け
る
日
本
学
専
攻
の
履
修
者
の
推
移
を
示
し
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
青
い
線
は
文
学
部
学
生
総
数
に
対
す
る
日
本
学
履
修
者
の
割
合
の
推

移
で
あ
る
。
日
本
学
専
攻
の
履
修
者
数
は
や
や
上
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

文
学
部
の
学
生
総
数
に
対
す
る
割
合
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い

る★
★

。

こ
の
よ
う
に
日
本
語
学
習
者
や
、
中
国
語
学
習
者
の
数
が
か
な
り
多
い
状
況
が

続
い
て
い
た
た
め
、
二
〇
一
一
年
に
、
東
ア
ジ
ア
研
究
学
科★

★

（EST
A

S

）
と
し
て

独
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。EST

A
S

は
日
本
学
専
攻
、
中
国
学
専
攻
、
韓
国
学

専
攻
か
ら
組
織
さ
れ
、
独
立
か
ら
今
年
で
11
年
目
に
な
る
。
以
前
は
い
わ
ゆ
る
東

洋
言
語
学
科
の
一
専
攻
に
す
ぎ
な
か
っ
た
専
攻
が
、「
学
科
」
と
い
う
一
つ
上
の

組
織
の
主
導
的
立
場
と
し
て
独
立
で
き
た
の
に
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
好
調
さ
が
大
い
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

2
・
3　

新
た
な
改
革

幸
い
な
こ
と
に
日
本
語
を
履
修
す
る
学
生
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

現
主
任
教
授
の
主
導
の
も
と
、
学
生
の
日
本
語
運
用
力
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
い

う
試
み
が
二
〇
一
九
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
同
じ
教
科
書
を
使
う
に
し
て
も
、
進

度
を
早
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
早
く
初
級
か
ら
中
級
、
中
級
か
ら
上
級

に
到
達
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
初
級
の
文
法

書
二
冊
に
二
年
間
か
け
て
い
る
の
を
一
年
半
で
終
わ
ら
せ
、
二
年
次
の
後
半
か
ら

中
級
の
教
科
書
に
進
ま
せ
る
と
い
う
方
針
だ
。
こ
の
試
み
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
が
、
よ
う
や
く
最
近
、
仕
切
り
直
し
が
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
き
た
。

改
革
の
手
綱
を
握
る
ク
レ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
セ
教
授
の
専
門
は
日
本
の
絵
巻
物
で
、

数
々
の
著
作
が
あ
る
。
彼
女
は
日
本
映
画
に
も
造
詣
が
深
く
、
特
に
現
代
日
本
映

画
に
つ
い
て
の
講
演
や
授
業
を
数
多
く
こ
な
し
て
い
る
。
付
録
2
（
51
頁
参
照
）

は
ブ
リ
ッ
セ
教
授
の
公
開
授
業
の
チ
ラ
シ
で
あ
る
。

2
・
4　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
新
傾
向

漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
日
中
漢
字
比
較
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
漢
字
教
育
の

現
場
で
最
近
新
し
く
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た

図 2　ジュネーヴ大学　日本語履修者の推移
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い
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、
学
習
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
は
誰
も
が
実
感
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
と
は
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
一

九
九
〇
年
代
か
ら
存
在
す
る
わ
け
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代
の
中
で
も
、

特
に
最
近
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の
傾
向
に
絞
っ
て
何
点
か
記
し
て
お
き
た
い
。

①
き
・
さ
・
り
問
題
（
既
成
フ
ォ
ン
ト
の
問
題
）

き
・
さ
・
り
問
題
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
年
図
3
で
示
し
た
文

書
を
一
年
生
に
周
知
さ
せ
て
い
る
。
ひ
ら
が
な
の
「
き
・
さ
・
り
」
の
手
書
き
文

字
の
形
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
活
字
フ
ォ
ン
ト
と
異
な
る
個
所
が
あ
る
。
主
な
活
字

フ
ォ
ン
ト
で
は
、「
き
」
で
は
三
画
目
と
四
画
目
、「
さ
」
で
は
二
画
目
と
三
画
目
、

「
り
」
で
は
一
画
目
と
二
画
目
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
大
学
に
入
学

す
る
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
独
習
し
て
く
る
学
生
が
増
え
た
。
そ
の
結
果
、

ネ
ッ
ト
上
の
フ
ォ
ン
ト
の
形
を
そ
の
ま
ま
覚
え
て
し
ま
う
学
生
が
出
て
き
た
。
そ

こ
で
、
な
る
べ
く
早
く
、
こ
の
よ
う
な
文
書
で
注
意
を
促
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
筆
者
が
日
本
語
を
教
え
始
め
た
十
数
年
前
に
は
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、W

indow
s

に
もM

ac

に
も
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
るD

igi 
K

yokasho

と
い
う
フ
ォ
ン
ト
は
現
状
に
対
応
し
て
い
る
。

②
た
・
に
問
題
（
簡
略
化
と
許
容
）

次
に
、
た
・
に
問
題
と
い
う
も
の
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
問
題
と
ま

で
は
言
え
な
い
細
部
の
問
題
だ
が
、
い
わ
ば
「
ひ
ら
が
な
の
更
な
る
簡
略
化
」
と

考
え
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

凡
そ
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
、

日
本
の
公
教
育
の
現
場
（
小

学
校
）
で
は
、
こ
の
よ
う
に

教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う★

★

。
筆

者
自
身
は
ひ
ら
が
な
の「
た
」

の
三
画
目
や
、「
に
」
の
二

画
目
は
「
は
ね
る
」
よ
う
に

教
わ
っ
た
。
20
年
ほ
ど
前
に

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
使
用
し

て
い
た
日
本
語
教
育
の
教
材

も
、
そ
の
よ
う
に
「
は
ね

る
」
形
に
な
っ
て
い
る
。
し

図 3　ひらがな「き・さ・り」の問題

図 4　ひらがな「た・に」の問題
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か
し
、
最
近
の
小
学
生
用
の
教
科
書
や
、
ネ
ッ
ト
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
資

料
で
は
、
上
記
の
箇
所
が
「
と
め
る
」
形
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
こ
の
微
妙

な
変
化
に
気
づ
い
た
父
兄
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
報
告
す
る
「
ブ
ロ
グ
」
が
現
れ
る

の
は
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
な
の
で
、
比
較
的
最
近
の
傾
向
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
フ
ォ
ン
トD

igi K
yokasho 

は
現
状
に
対
応
し
て
い
る
。

③
漢
字
の
標
準　

許
容
形

二
〇
一
七
年
に
行
わ
れ
た
20
字
増
加
を
伴
う
「
教
育
漢
字★

★

」
の
改
訂
は
、
実
に

30
年
ぶ
り
の
改
訂
だ
っ
た
。
ま
た
、
漢
字
の
指
導
要
領
と
同
時
期
に
、「
常
用
漢

字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
」
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
（
二

〇
一
六
年
）。
教
育
漢
字
は
常
用
漢
字
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
す
る
た
め
、
こ

の
指
針
は
教
育
漢
字
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
指
針
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
、
様
々
な
字
体
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
諸
問
題
に
対
応

す
る
た
め
に
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図
5
の
上
部
は
『
漢
字
指
導
の
手
引
き
─
学
習
指
導
要
領
準
拠
─
』
と
い
う
、

小
学
校
教
師
向
け
の
書
籍
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、「
標
準
字

体
」
の
欄
と
「
許
容
の
書
き
方
」 

の
欄
を
設
け
る
な
ど
、
指
針
に
沿
っ
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
図
の
上
の
段
は
、「
標
準
字
体
」
に 

「
許
容
の
書
き
方
」
を
加
え

た
指
針
の
例
で
あ
る
。
漢
字
「
筆
」
の
よ
う
に
「
た
け
か
ん
む
り
」
に
「
許
容
の

書
き
方
」
が
な
い
場
合
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
図
の
下
部
は
フ
ラ
ン
ス
の
あ

る
漢
字
学
習
書★1

★

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
漢
字
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
三
つ
の
漢
字
に
つ
い
て
、
上
と
下
の
画
像
は
、
わ
ず
か
な
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
漢
字
の
「
紙
」
と
「
新
」
は
、
指
針
で
は

下
部
の
書
体
も
許
容
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
「
筆
」
は
6
画
目
の
形
、
た
け
か
ん

む
り
の
右
側
の
形
は
許
容
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
比
較
は
、
漢
字
の
手
書

き
文
字
に
は
一
定
の
許
容
ラ
イ
ン
が
あ
る
一
方
で
、
微
妙
に
異
な
る
書
体
が
常
に

「
許
容
」
と
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
点
を
理
解
す
る
の
に
有
益
だ
と
思
わ
れ

る
。

④
網
羅
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
利
便
性
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）

他
に
も
「
よ
た
り
・
よ
っ
た
り
」
現
象
と
で
も
い
う
べ
き
問
題
が
出
て
き
た
。

「
四
人
」
は
現
代
で
は
「
よ
に
ん
」
と
読
む
の
が
普
通
だ
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る

「
日
本
語
を
学
ぶ
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は
、
別
の
読
み
方
（《O

ther 

form
s

》）
と
し
て
「
よ
た
り
」
あ
る
い
は
「
よ
っ
た
り
」
と
い
う
読
み
方
も
載
っ

て
い
る★1

★

。
こ
れ
は
明
治
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
読
み
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
は
多
く
の
学
生
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
ツ
ー
ル
な
だ

図 5　「標準字体」と「許容の書き方」
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け
に
、「
現
代
」
日
本
語
で
は
覚
え
る
必
要
の
な
い
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
、

逆
に
負
担
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
四
人
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
古
い
教
科
書
で
は
こ
う
説
明
さ

れ
て
い
る★1

★

。

一
人	

hitori	
one person.

二
人	

futari	
tw

o people

三
人	

san-nin	
three people

四
人	

yottari, （yo-nin
）	

four people

五
人	

go-nin	
five people

達	
tachi	

personal plural suffix.

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
語
学
学
校
で
一
九
四
八
年
に
使
わ
れ
て
い
た
日
本

語
の
教
科
書
の
説
明
で
あ
る
。
現
在
で
は
「
よ
に
ん
」
と
い
う
発
音
が
正
し
い
と

さ
れ
る
「
四
人
」
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ま
ず
「
よ
っ
た
り
」
が
あ
っ
て
、「
よ

に
ん
」
は
第
二
候
補
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
に
見
て

「
よ
っ
た
り
」
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
日
本
語
で
は
覚
え
る
必
要

の
な
い
読
み
方
な
の
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
そ
う

い
っ
た
「
覚
え
る
必
要
の
な
い
」
情
報
ま
で
網
羅
的
に
記
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
便

利
な
よ
う
で
、
逆
に
学
習
者
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑤
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（
日
本
語
の
音
声
に
対
す
る
視
線
）

日
本
語
の
「
形
」、「
読
み
方
」
の
他
に
、「
音
声
」
に
つ
い
て
も
、
学
生
か
ら

興
味
深
い
指
摘
が
あ
っ
た
。「
映
画
」
と
い
う
単
語
を
「
エ
イ
ガ
」
と
発
音
す
る

か
、「
エ
ー
ガ
」
と
発
音
す
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
だ
。
こ
の

「
エ
ー
」
と
い
う
長
音
に
つ
い
て
は
、
規
則
が
あ
る
。
国
際
交
流
機
関
が
発
行
し

て
い
る
日
本
語
教
師
向
け
の
シ
リ
ー
ズ
の
『
音
声
を
教
え
る
』
で
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

【
質
問
22
】

　
『
映
画
』
の
『
え
い
』
は
エ
イ
［ei

］
で
す
か
、
エ
ー
［e:

］
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
が
、
と
き
ど
き
あ
り
ま
す
。
日
本
語
の
Ｃ
Ｄ
や
テ
ー
プ
を
聞
い

た
り
、
ま
わ
り
の
日
本
人
に
発
音
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
確
か
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
質
問
に
は
ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【
質
問
22
】（
解
答
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
（
一
九
九
八
）
で
は
、「
エ
段
音
に
続
く
イ
は
、

特
に
改
ま
っ
て
一
音
一
音
明
確
に
言
う
場
合
は
、
イ
と
発
音
さ
れ
る
が
、
日

常
自
然
の
発
音
で
は
長
音
に
な
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
も
、
こ
れ
ら
の
音
は
［ei

］
で
は
な
く
［e:

］
と
発
音
す
る
よ
う
に

訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
実
際
は
、
歌
や
、
お
祈
り
、
一
部
の
方
言
な
ど
を

の
ぞ
く
と
、
普
通
の
会
話
の
中
で
「
映
画
」
の
「
え
い
」
が
［ei

］
と
発
音

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
つ
も
［e:

］
と
発
音
す
る
と
考
え
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
（
…
）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
教
育
で
は
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
教
え
る

の
が
普
通
で
す
。

　

・�

エ
段
の
長
音
は
、
ひ
ら
が
な
で
は
「
い
」
を
つ
け
て
書
く
。

　

・�
例
外
的
に
、「
お
姉
さ
ん
」「（
返
事
の
）
え
え
」
な
ど
は
、「
え
」
を
つ

け
て
書
く
。

　

・�「
え
い
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、［ei

］
と
読
む
こ
と
ば
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
先
に
述
べ
た
ｙ
ほ
う
に
、
日
本
語
で
歌
を
歌
う
と
き
は
、
エ
段
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の
長
音
「
え
い
」
は
「
え
」「
い
」
と
し
て
別
々
の
発
音
で
歌
わ
れ
る
の
が

普
通
で
す
。
こ
れ
は
、
オ
段
の
長
音
「
お
う
」
は
歌
で
も
「
お
」「
お
」
と

う
た
わ
れ
る
の
と
違
っ
て
い
ま
す
。「
歌
の
と
き
だ
け
は
［ei

］」
の
よ
う
に

教
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん★1

★

。

こ
の
国
際
交
流
基
金
の
説
明
は
実
に
分
か
り
や
す
い
。
概
説
す
る
と
、
単
語
レ

ベ
ル
で
明
確
に
言
う
と
き
は
「
エ
イ
」
と
な
り
、
日
常
会
話
の
中
で
は
「
エ
ー
」

と
な
る
。
た
だ
し
、
歌
の
中
で
は
、「
エ
イ
」
と
な
る
の
が
普
通
だ
。
一
方
、
オ

段
の
長
音
「
オ
ウ
」
は
歌
で
も
「
オ
・
オ
」
と
な
る
の
は
興
味
深
い
現
象
だ
。
そ

の
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歌
曲
『
大
き
な
古
時
計
』
の

一
節
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
6
）。

な
ぜ
、
今
こ
こ
で
こ
の
規
則
に
立
ち
還
る
か
と
言
う

と
、
日
本
の
音
楽
を
よ
く
聴
く
学
生
か
ら
、
大
学
で

習
っ
た
長
音
の
規
則
と
歌
の
中
で
の
発
音
が
異
な
る
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
も
、
主
に
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
介
し
て
、
日
本
語
の
歌
に
接
す
る
機
会
が

大
幅
に
増
え
て
い
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い
点
だ
。
こ
の

よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
伴
っ
て
、
教
え
る

側
の
対
応
が
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
側
面
に
つ
い
て
は
、

国
際
交
流
基
金
デ
ー
タ
の
二
〇
一
五
年
版
で
も
す
で
に

予
測
さ
れ
て
い
た
。

　

本
調
査
は
日
本
語
を
語
学
と
し
て
教
育
し
て
い

る
機
関
に
所
属
す
る
学
習
者
の
み
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
教
育
機
関
に
所
属
し
て
い
な
い
独
学
者

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
の
学
習
手
段
の

多
様
化
に
伴
い
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る★1

★

。

も
ち
ろ
ん
、
細
か
い
差
異
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
教
え
た
方
が
い
い
と
い
う
観
方

も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
日
本
語
能
力
試
験
）
で
は
実
際
に
手
書
き

す
る
設
問
は
な
い
。
た
だ
、
大
学
で
、
日
本
学
研
究
と
い
う
専
門
的
な
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
目
的
を
考
え
る
と
、
あ
る
程
度
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
教
え
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か★1

★

。
少
な
く
と
も
、
情
報
が
網
羅
的
に
な
り
、
便
利

に
な
っ
た
反
面
、
教
師
側
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
中
か
ら
的
確
に
取
捨
選
択
し
て

あ
げ
る
責
任
が
増
え
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

図 6　『大きな古時計』の例

写真 1★16

写真 2★17
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3　

学
生
の
要
望
に
応
え
る
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成 

本
稿
の
副
題
に
掲
げ
た
「
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
」
に
関
し
て
は
、
英
文

で
す
で
に
発
表
し
て
い
る
の
で★1

★

、
こ
こ
で
は
概
説
に
と
ど
め
た
い
。

筆
者
は
現
在
、
一
・
二
・
三
年
生
の
漢
字
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
以
前
は

別
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。
し
か
し
『
み
ん
な
の
日
本
語
』
と
い
う
教
科
書
の

漢
字
の
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
学
生
か
ら
要
望
が
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
科
書
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
主
任
教
授
に
、
漢
字
の
授
業
を
担
当
す
る
だ
け

で
な
く
、
学
生
の
要
望
に
沿
う
よ
う
な
漢
字
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
た
。
要
望
の
発
端
は
、
文
法
の
教
科
書
と
漢
字
の
教
科
書
が
対
応
し
て
い

な
い
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
大
学
で
使
用
し
て
い
る
初
級
の
文
法
冊

子★1
★

二
冊
に
つ
い
て
、
そ
の
全
課
（
50
課
）
ご
と
の
新
出
漢
字
を
抽
出
し
、
読
み
方
、

熟
語
な
ど
の
必
要
な
情
報
を
加
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た★2

★

。
抽
出
し
た
漢

字
数
は
１
０
７
８
で
、
日
本
の
小
学
校
で
教
え
ら
れ
る
教
育
漢
字
と
76
％
重
な
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
教
育
漢
字
と
常
用
漢
字
レ
ベ
ル
の
漢
字
が
混
ざ
っ
て
い
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
に
、
2
冊

の
「
漢
字
教
本
」
を
作
成
し
、
大
学
で
簡
易
製
本
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に

し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
漢
字
の
効
果
的
な
習
得
の
た
め
に
優
先
順
位
を
つ
け
た
点
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
読
む
だ
け
で
な
く
、
書
け
な
く
て
は
い
け
な
い
漢
字
」
と

「
読
め
る
だ
け
で
よ
い
漢
字
」
に
分
け
た
の
で
あ
る★2

★

。
分
け
る
基
準
と
し
て
、
Ｊ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
レ
ベ
ル
を
参
考
に
し
た
。

こ
こ
で
、
そ
の
漢
字
教
本
の
い
く
つ
か
の
要
素
を
抜
粋
し
て
説
明
し
た
い
。

図
7
は
「
漢
字
教
本
」
の
凡
例
で
、
漢
字
「
下
」
を
例
に
挙
げ
て
教
本
の
使
い

方
を
説
明
し
て
い
る
。
漢
字
「
下
」
は
、「
常
音
」・「
常
訓
」
に
絞
っ
て
も
読
み

方
が
非
常
に
多
い
た
め
、
授
業
中
に
、
一
番
大
切
な
読
み
方
は
強
調
し
た
り
、
あ

ま
り
使
わ
な
い
読
み
方
に
は
横
線
を
引
い
た
り
し
、
優
先
度
が
分
か
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
慣
用
的
な
読
み
方
は
、
授
業
中
に
こ
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
た
。
ち

な
み
に
、
右
側
に
あ
る
の
は
、
こ
の
漢
字
に
対
応
す
る
中
国
語
の
読
み
方
で
あ
る
。

後
述
す
る
が
、
日
本
語
と
中
国
語
を
同
時
に
学
習
す
る
学
生
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
形
が
同
じ
場
合
は
、
何
も
記
さ
ず
、
形
が
異
な
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う
に
中

国
語
の
形
を
授
業
中
に
指
示
し
た
。

図
8
、
図
9
は
卒
業
生
が
描
い
た
「
し
め
す
へ
ん
」
の
語
源
の
説
明
と
、
木
に

ま
つ
わ
る
漢
字
が
教
本
の
ど
の
課
に
出
て
く
る
か
が
記
し
て
あ
る
。
図
10
は
目
次

で
、
各
課
ご
と
に
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
の
左
側
が
「
読
み
方
も
書
き
方
も
覚
え
な
く
て

は
い
け
な
い
漢
字
」、
右
側
が
「
読
み
方
だ
け
覚
え
れ
ば
い
い
漢
字
」
と
い
う
区

分
で
あ
る
。
図
11
は
、
授
業
中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
す
画
面
の
例
で
あ
る
。

覚
え
て
お
き
た
い
表
現
を
追
加
し
た
り
、
中
国
語
の
情
報
を
付
け
加
え
た
り
し
て 図 7　「漢字教本」の凡例
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図 10　目次★23

図 11　授業中のスライド例

図 9 : 部首「きへん」★22

図 8　部首「しめすへん」
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い
る
。
こ
の
「
ス
マ
イ

ル
」
が
あ
る
と
、
そ
の
漢

字
は
必
ず
小
テ
ス
ト
に
出

す
。
こ
れ
も
一
つ
の
覚
え

る
優
先
順
位
の
指
示
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
１
０
７
８

漢
字
の
情
報
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
練
習
問
題
を
追
加

し
た
「
漢
字
教
本
」
を
二

〇
一
三
年
か
ら
使
い
始
め

た
。
こ
こ
で
、
１
０
７
８

と
い
う
漢
字
数
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
き
た
い
。

図
12
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
教
え
ら
れ
て
い
る
漢
字
数
と
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
大
学
の
漢
字
教
本
に
収
録
さ
れ
た
漢
字
数
を
比
較
し
た
図
で
あ
る
。
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
大
学
で
は
、
一
年
生
の
と
き
に
５
３
５
漢
字
、
二
年
生
の
時
に
４
８
４
漢

字
教
え
て
い
る
の
で
、
パ
リ
や
ボ
ル
ド
ー
の
大
学
と
ほ
ぼ
同
じ
数
と
い
う
こ
と
に

な
る★2

★

。
こ
こ
で
、
複
数
の
言
語
を
習
得
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
観
方
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
う
。
筆
者
は
大
学
院
の
博
士
課
程
の
頃
、
リ
ヨ
ン
大
学
の
名
誉
教
授
エ

ド
ガ
ー
・
ピ
ッ
ク
先
生
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
た
。
先
生
の
言
葉
で
よ
く

覚
え
て
い
る
の
が
こ
の
言
葉
で
あ
る
。

　

君
た
ち
は
今
、
一
つ
の
言
語
を
勉
強
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
い
く
つ
も
の

言
語
を
同
時
に
勉
強
し
て
る
ん
だ
よ★2

★

。

当
時
、
こ
の
言
葉
は
い
ま
ひ
と
つ
ピ

ン
と
こ
な
か
っ
た
が
、
複
数
言
語
が
話

さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け

ス
イ
ス
に
住
む
う
ち
に
実
感
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
図
13
に
示
し
た
よ

う
に
、
英
単
語
の
「
水
」
はw

ater

だ

が
、
形
容
詞
に
はaquatic

「
水
の
」

が
あ
る
。
こ
の
語
の
起
源
、
ラ
テ
ン
語

aqua

は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
「
水
」
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
（
綴
り
は
少
し
異
な

る
）。
こ
の
よ
う
に
、
欧
州
言
語
は
ラ

テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
・
そ
の
他
の
言

語
な
ど
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
連
関
し
て

い
る
の
で
、
一
つ
の
言
語
の
中
に
は
他
の
言
語
学
習
に
援
用
で
き
る
要
素
が
少
な

か
ら
ず
散
見
で
き
る
。

こ
の
言
語
観
は
、
一
つ
の
言
語
だ
け
を
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
固
定
観
念
を
取

り
除
く
の
に
有
効
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
言
語
に
つ
い
て
も
こ
の
言
語
観
は
当
て
は

ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
代
中
国
語
を
勉
強
し
た
こ
と
が
全
く
な
い
人
で

も
、
多
く
の
漢
字
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
程
度
の
意
味
は
類
推
で
き
る
。
日
本

人
は
「
漢
字
圏
ボ
ー
ナ
ス
」
を
使
え
る
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
理
由

か
ら
、
あ
る
程
度
の
英
語
の
ベ
ー
ス
が
あ
る
人
は
い
わ
ば
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

ボ
ー
ナ
ス
」
を
享
受
で
き
る
わ
け
で
あ
る★2

★

。

図 12　欧州の大学で教えられている漢字数★24

図 13　錯綜している諸言語
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4　

日
中
漢
字
の
対
照
研
究

4
・
1　

こ
こ
で
、
日
本
語
教
育
を
、
世
界
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
言
語
教
育
と
い
う
視
点

か
ら
考
察
し
て
お
き
た
い
。
図
14
は
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
日
本
語
能
力
試
験
）
と
Ｈ
Ｓ
Ｋ
（
漢

語
水
平
考
試
）
の
受
験
者
数
の
推
移
で
あ
る
。
左
の
数
値
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
と
Ｈ
Ｓ

Ｋ
の
受
験
者
数
、
右
の
数

値
は
そ
の
合
計
数
の
数
値

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字

の
解
釈
は
分
か
れ
る
で
あ

ろ
う
。
楽
観
的
な
見
方
を

す
る
と
、
い
ず
れ
も
右
肩

上
が
り
な
の
で
、
東
ア
ジ

ア
諸
言
語
に
対
す
る
興
味

が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

日
本
語
に
対
す
る
興
味
は

中
国
語
よ
り
も
大
き
い
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
世
界
で
は

東
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
に
対
す
る
興
味
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ

る
。
実
際
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
の
学
生
の
中
に
も
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本

語
・
中
国
語
を
同
時
に
履
修
す
る
学
生
が
一
定
数
い
る
。
な
ぜ
同
時
か
と
い
う
と
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で
は
、
学
士
号
を
取
得
す
る
た
め
に
二
つ
の
主
専
攻
を
履
修
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

図
15
は
日
本
語
履
修
者
の
一
年
生
の
う
ち
、
日
本
語
と
中
国
語
を
同
時
に
学
ん

で
い
る
学
生
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
毎
年
、
二
割
か
ら
三
割
ぐ
ら
い
の
学
生
が

日
中
両
言
語
を
履
修
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
語
の
漢
字
と
中

国
語
の
汉
字
（H

ànzì

）
を
混
同
す
る
ケ
ー
ス
が
ど
う
し
て
も
出
て
き
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
学
生
を
助
け
る
た
め
に
、
前
述
の
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
、

日
中
漢
字
の
比
較
を
始
め
た
わ
け
で
あ
る
。

付
録
4
（
53
頁
参
照
）
は
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
形
」
と
「
意
味
」
の
デ
ー

タ
の
一
部
で
あ
る
。「
形
」
が
全
く
同
じ
も
の
は
Ａ
、
少
し
異
な
る
も
の
は
Ｂ
な

図 14　JLPT と HSKの受験者数の推移★28

図 15　日中両言語履修者の割合



42

The Gakushuin Journal of International Studies    Forum Special Issue: The Forefront of Japanese Studies in Europe

ど
と
分
類
し
て
い
る
。
他
に
も
、
日
中
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
画
数
、
ピ
ン
イ
ン
、

Ｈ
Ｓ
Ｋ
レ
ベ
ル
、
コ
メ
ン
ト
、
中
国
語
の
意
味
な
ど
の
欄
を
設
け
た
。［
Ｓ
］
の

欄
で
は
意
味
の
異
同
を
Ａ
～
Ｄ
で
分
類
し
て
あ
る
。

図
16
は
『
み
ん
な
の
日
本
語
』
初
級
Ⅰ
と
Ⅱ
が
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
と
Ｈ
Ｓ
Ｋ
の
漢

字
・
汉
字
を
ど
れ
だ
け
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
を
示
し
た
図
で
あ
る
。

分
析
の
順
序
と
し
て
、
形
、
意
味
、
音
声
と
い
う
順
序
で
分
析
を
実
施
し
た
。

形
に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
代
表
例
を
挙
げ
て
お
く★3

★

。

4
・
2　

次
に
意
味
の
対
照
分
析
を
行
っ
た
。
細
か
い
意
味
の
違
い
と
い
う
の
は
ど
う
し 図 16　JLPT・HSKの漢字・汉字の割合★29

①　�（院）こざとへんの画数は異なる。

③　�（反）ある画は「向き」と「始点」
が異なる。

②　�（たけかんむり）たけかんむりは日
中で形が異なる。

④　�（着）日本語では二画だが、中国語
は一画で書く箇所がある。
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て
も
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
意
味
の

相
似
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ

Ｔ 

Ｎ
3
─

5
で
使
わ
れ
る
意
味
、
Ｈ

Ｓ
Ｋ 

1
─

4
で
使
わ
れ
る
意
味
が
だ

い
た
い
同
じ
で
あ
れ
ば
Ａ
（
同
じ
）
と

評
価
し
た
（
図
17
）。

4
・
3　

最
後
に
音
声
の
対
照
分
析
を
行
っ
た
。

各
々
の
漢
字
に
つ
い
て
二
つ
の
数
値
を

算
出
し
、
そ
れ
ら
を
掛
け
合
わ
せ
た
ス

コ
ア
こ
そ
が
実
際
の
「
音
韻
的
類
似

度
」
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
つ
目
の
数

値
は
、
一
つ
の
漢
字
が
日
本
語
に
お
い

て
実
際
に
「
音
読
み
」
で
使
用
さ
れ
る

割
合
で
あ
る
。
二
つ
目
の
数
値
は
、
一

つ
の
漢
字
に
お
け
る
日
本
語
の
音
読
み
と
、
現
代
中
国
語
の
読
み
方
の
心
理
的
な

類
似
度
で
あ
る
。
心
理
的
な
類
似
度
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

１
０
７
８
個
の
漢
字
を
対
象
に
、
日
本
語
の
知
識
が
あ
る
中
国
人
母
語
話
者
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
平
均
値
を
計
算
す
る
手
法
を
用
い
た
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
が
、
ど
の
よ
う
な
単
語
内
で
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調

べ
た
。
参
照
す
る
単
語
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ★3

★

の
単
語
リ
ス
ト
に
限
定
し
た
。
そ
し
て
、

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
べ
９
２
３
３
語
に
つ
い
て
音
読
み
と
訓
読
み
に
分
類
し

た
。
音
読
み
の
頻
度
を
算
出
す
る
に
あ
た
り
、
単
純
に
、
音
読
み
で
使
わ
れ
て
い

る
単
語
数
の
み
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
は
避
け
た
。
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
頻
度
を
、
こ
の
数
値
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
1
は
1
ポ
イ
ン

ト
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
2
は
2
ポ
イ
ン
ト
、
以
下
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
5
は
5
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
計
算
し
た
。
と
い
う
の
も
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
5
は
一
番
下
の
レ
ベ
ル
で
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
単
語
は
頻
度
が
最
も
高
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
漢
字
「
社
」
は
音
読
み
「
シ
ャ
」
で
使
わ
れ
る
単
語
が
12
個
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
レ
ベ
ル
を
ス
コ
ア
と
し
て
合
計
し
た
（
図
18
）。
訓
読
み

「
や
し
ろ
」
は
一
単
語
の
み
で
、
こ
の
単
語
は
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
1
に
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ス
コ
ア
を
1
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
音
読
み
の
頻
度
は
約
97
％
と
な

る
。

図 17　意味の相似度の判断基準

図 18　数値の算出方法の例★31
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4
・
4　

も
う
一
つ
の
指
標
は
、
各
漢
字
に
つ
い
て
、
心
理
的
な
相
似
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト

の
形
で
数
値
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
付
録
5
（
54
頁
参
照
）
は
実
際
に
使
用
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
で
、
実
物
は
6
ペ
ー
ジ
あ
る★3

★

。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
１
０
７
８

漢
字
の
う
ち
、
複
数
の
音
読
み
や
中
国
語
音
が
あ
る
場
合
は
別
々
に
評
価
し
て
も

ら
っ
た
。
例
え
ば
、
漢
字
「
人
」
は
、「
ジ
ン
」
と
「
ニ
ン
」
の
二
つ
の
音
読
み

と
、
中
国
語
の
「ren2
」
を
比
較
し
て
も
ら
っ
た
。
同
じ
く
こ
の
漢
字
「
行
」
は
、

「
コ
ウ
」、「
ギ
ョ
ウ
」
の
二
つ
の
音
読
み
と
、
二
つ
の
中
国
語
音
（hang2, xing2

）

を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
音
読
み
の
な
い
漢
字
に
関
し
て
は
、

欠
番
と
し
た
。
な
お
、
日
本
語
に
は
、
中
国
語
の
四
声
（ four tones

）
の
区
別
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
回
答
者
に
、
四
声
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
拘
ら
な
い
よ
う
に

と
前
も
っ
て
伝
え
て
お
い
た
。

以
下
が
分
析
結
果
で
あ
る
。

1　

音
読
み
使
用
頻
度
の
数
値
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
。

　

・�

音
読
み
使
用
頻
度
は
５
９
・
７
％
だ
っ
た
。

　

・�

音
読
み
し
か
な
い
漢
字
は
２
９
４
（
全
体
の
27
％
） 

あ
っ
た
。

　

・�

訓
読
み
し
か
な
い
漢
字
は
１
５
２
あ
っ
た
。

2　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
「
音
韻
的
類
似
度
」
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
。

　

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、「
音
韻
的
類
似
度
」
の
平
均
は
１
９
・
６
％

だ
っ
た
。

　

・�

完
全
一
致
の
漢
字
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
（
医
伊
信
衣
敷
因
他
愛
膚
の
九

つ
）。
90
％
以
上
似
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
漢
字
で
も
全
体
の
4
％
（
42

個
）
し
か
な
か
っ
た
。

　

・�

ま
っ
た
く
似
て
い
な
い
（
0
％
）
と
判
断
さ
れ
た
漢
字
は
9
％
（
２
０
８

個
）
あ
っ
た
。
類
似
度
が
10
％
未
満
と
評
価
さ
れ
た
漢
字
は
、
全
体
の

約
半
分
（
５
０
４
個
）
も
あ
っ
た
。

3　
（
1
）
と
（
2
）
を
掛
け
合
わ
せ
た
総
合
ス
コ
ア
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　

・�

こ
れ
ら
二
つ
の
数
値
を
掛
け
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
１
２
・
４
％
と
な
っ

た
。

　

・�

音
読
み
頻
度
が
１
０
０
％
、「
音
韻
的
類
似
度
」
も
１
０
０
％
の
文
字

は
五
つ
だ
っ
た
（
医
伊
信
愛
膚
）。

4
・
5　

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
１
０
７
８
の
漢
字
に
関
す
る
同
じ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て
、
日
中
両
言
語
の
類
似
度
を
分
析
し
た
結
果
、
形
・
意
味
は
非
常
に

近
い
の
に
対
し
、
音
は
非
常
に
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
図
19
の
点
線
の
部
分

を
比
較
し
た
わ
け
だ
が
、
形
に
関
し
て
は
、
71
％
、
意
味
に
関
し
て
は
約
90
％
、

音
韻
に
関
し
て
は
12
％
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ

の
3
分
野
［
形
・
意
味
・
音

韻
］
の
数
値
化
に
よ
っ
て
、

〈
漢
字
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス★3

★

〉

の
説
明
が
容
易
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

た
だ
、
同
時
学
習
も

し
く
は
相
互
理
解
の
試
み

を
全
否
定
す
る
必
要
は
な

く
、
形
・
意
味
で
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は

図 19　総合スコア
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事
実
で
あ
る
。
こ
の
図
が
示
す
三
分
野
の
い
び
つ
な
割
合
を
、
同
時
学
習
を
目
指

そ
う
と
す
る
学
習
者
に
最
初
か
ら
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
の
無
駄
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
読
み
」・「
書
き
」
の
技
能
習
得

に
は
、
両
言
語
の
類
似
性
を
最
大
限
に
利
用
す
る
一
方
で
、「
聞
く
・
話
す
」
の

技
能
習
得
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の
二
言
語
と
い
う
認
識
で
取
り
組
む
と
い
う
学
習

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
は
、
筆
者
の
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。
た
だ
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
す
ぎ
ず
、
い
く
ら
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
示
し
て
も
、

学
生
に
は
な
か
な
か
届
か
な
い
。
そ
こ
で
、
ク
イ
ズ
形
式
の
プ
リ
ン
ト
を
約
60
パ

タ
ー
ン
つ
く
り
、
定
期
的
に
学
生
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。
つ
ま
り
漢
字
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
有
効
利
用
で
あ
る
。

図
20
は
中
国
学
専
攻
の
教
員
と
共
同
で
作
成
し
た
ク
イ
ズ
の
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
れ
を
漢
字
の
テ
ス
ト
の
際
に
、
日
中
両
言
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
に
解
い
て
も

ら
っ
た
。
日
本
語
か
、
中
国
語
の
簡
体
字
、
あ
る
い
は
繁
体
字
か
と
い
う
質
問
で

あ
る
。
繁
体
字
は
台
湾
や
香
港
で
使
わ
れ
て
い
る
字
体
で
あ
る
。
図
21
は
ま
た
別

の
問
題
で
、
日
本
語
の
漢
字
と
中
国
語
の
繁
体
字
、
簡
体
字
が
微
妙
に
形
が
異
な

る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
図
22
は
中
国
語
な
の
だ
が
、
点
か
線
を
一
つ
足
せ
ば
日
本
の

漢
字
に
な
る
と
い
う
設
問
で
あ
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
漢
字
は
日
本
語
と
中
国
語
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
中
両
言
語
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
漢
字
を
軸
に
し

て
「
潜
在
的
な
日
本
語
学
習
者
」
を
開
拓
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な

ら
、
中
国
語
を
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
日
本
語
学
習
は
簡
単
だ
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
字
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
な
ら
、
日

本
語
の
方
か
ら
作
れ
る
も
の
は
、
中
国
語
の
方
か
ら
も
作
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
日
本
語
と
中
国
語
の
同
時
学
習
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
は

ま
さ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
な
ら
で
は
の
現
象
だ
と
思
わ
れ
る
。
日
本
語
や
中

国
語
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
今
ま
で
に
な
い
ぐ
ら
い
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る
。

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
た
人
が
中
国
語
の
勉
強
も
始
め
る
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
パ

タ
ー
ン
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
、
特
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
可

図 20　クイズ形式１

図 21　クイズ形式 2

図 22　クイズ形式 3
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能
な
の
で
あ
る
。
日
本
語
と
中
国
語
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
複
数
の
言
語
を
同
時

に
学
ん
だ
り
、
あ
る
言
語
か
ら
別
の
言
語
へ
と
飛
び
移
り
や
す
い
と
い
う
「
言
語

学
習
の
流
動
性
」
と
で
も
い
う
べ
き
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

5　

お
わ
り
に

前
述
の
よ
う
に
ス
イ
ス
に
お
け
る
日
本
語
学
習
者
は
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
に
お
け
る
日
本
学
専
攻
の
履
修
者
数
も
、
他
専
攻
と
比
較
し
て

良
好
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
先
行
き
は
か
な
り

明
る
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
く
つ
か
の
課
題
と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
学
生
の
日
本
語
能
力

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
日
本
語
能
力
試
験
）

が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
も
開
催
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。
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註　

釈

1	

本
稿
［
1
］
の
一
部
と
［
2
］
の
内
容
は
、
拙
稿2021a, 2021b

、［
3
］
は2018a, 

2018b, 2019a, 2019b

を
日
本
語
で
概
説
し
た
も
の
と
な
る
。
図
表
の
一
部
は
多
少
改
変

し
た
形
で
再
掲
し
た
。

2	

「
公
用
語
」
は
あ
る
国
や
地
域
に
お
い
て
、
公
の
場
で
の
使
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
言
語
、

あ
る
い
は
国
際
機
構
や
国
際
機
関
に
お
い
て
、
公
の
場
で
の
使
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
言

語
で
あ
り
、
一
つ
の
言
語
と
は
限
ら
な
い
。
他
方
、「
国
語
」
は
一
つ
の
国
の
主
体
を
な
す

民
族
が
共
有
し
、
広
く
使
用
し
て
い
る
言
語
で
あ
る
。

3	

二
〇
一
八
年
度　

海
外
日
本
語
教
育
機
関
調
査
（https://w

w
w

.jpf.go.jp/j/project/
japanese/survey/result/survey18.htm

l

：（
強
調
筆
者
）。

4	

代
表
的
な
民
間
の
教
育
機
関
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
ス
イ
ス
成
人
教
育
機
関
市

民
大
学
講
座
」、「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ミ
グ
ロ
学
校
」、「
イ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
」。「
市
民
大

学
講
座
」
は
正
規
の
教
育
機
関
の
大
学
で
は
な
い
が
、
生
涯
学
習
や
自
己
啓
発
を
目
的
と

し
た
講
座
も
し
く
は
講
演
会
を
開
催
す
る
組
織
で
あ
り
、
中
核
都
市
で
講
座
が
開
か
れ
て

い
る
。
ミ
グ
ロ
（
ミ
グ
ロ
ス
）
と
い
う
の
は
、
ス
イ
ス
最
大
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

チ
ェ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
語
学
学
校
も
経
営
し
て
い
る
。

5	

「
日
本
学
科
（
日
本
学
専
攻
）」、
つ
ま
り
修
士
課
程
や
博
士
課
程
ま
で
あ
る
の
は
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
大
学
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
の
二
つ
で
、「
日
本
語
講
座
」
を
受
講
で
き
る
の
は
、
ス

イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
校
、
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
校
、
ザ
ン

ク
ト
ガ
レ
ン
大
学
、
ベ
ル
ン
大
学
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
も
う
一
つ
の
主

要
大
学
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
で
は
日
本
語
講
座
が
無
い
の
で
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
在
住
で
日
本
語

を
学
び
た
い
学
生
は
わ
ざ
わ
ざ
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
ま
で
通
う
こ
と
に
な
る
。

6	

二
〇
一
九
年
度
の
文
学
部
の
学
生
総
数
は
１
７
６
３
人
だ
っ
た
。
学
習
院
女
子
大
の
国
際

文
化
交
流
学
部
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
規
模
で
あ
る
。

7	
EST

A
S

はD
épartem

ent d’études est-asiatiques

の
略
。

8	
上
の
「
た
」
と
「
に
」
は
、
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
ル
・
ミ
ラ
ー
ユ
大
学

で
教
え
て
い
た
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
二
年
に
使
用
し
て
い
た
『
日
本
語
の
教
え
方
ス
ー

パ
ー
キ
ッ
ト
』（
ア
ル
ク
）
に
含
ま
れ
る
ひ
ら
が
な
表
か
ら
抜
粋
し
た
。
下
は
、「
ち
び
む

す
ド
リ
ル
（
幼
児
の
学
習
素
材
感
）」
と
い
う
サ
イ
ト
の
「
ひ
ら
が
な
練
習
プ
リ
ン
ト
」
と

い
う
ペ
ー
ジ
（https://happylilac.net/hiragana-h.htm

l

）
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ

る
。

9	

「
教
育
漢
字
」
と
い
う
の
は
通
称
で
、
学
習
指
導
要
領
の
「
学
年
別
漢
字
配
当
表
」
に
示
さ
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れ
た
漢
字
を
指
す
。

10	
O

bataya, 2021b, p. 8 ; H
adam

itzky, W
olfgang &

 D
urm

ous, Pierre &
 

M
ochizuki, V

iolaine, K
anji et K

ana 

： M
anuel et lexique des 2141 caractères 

officiels de l’écriture japonaise suivi de caractères com
posés form

ant un 
vocabulaire de base de plus de 12 000 m

ots, (7
th ed.). Paris, France 

： Librairie 
d’A

m
érique et d’O

rient A
drien M

aisonneuve - Jean M
aisonneuve 

successeur, 2017, pp. 89, 95, et 96. 

11	
https://jisho.org/search/%

E5

％9B

％9B

％E4%
BA

％BA
#

12	
A

rm
y Language School (U

.S.), G
ram

m
atical notes and vocabulary of 

N
agnum

a prim
ier [sic], 1948. A

rm
y Language School

は
、ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
モ
ン
ト
レ
ー
に
あ
る
陸
軍
語
学
学
校
（
一
九
四
八
年
当
時
）
の
極
東
言
語
部
に

所
属
。

13	

国
際
交
流
基
金
、『
発
音
を
教
え
る
』（
国
際
交
流
基
金
日
本
語
教
授
法
シ
リ
ー
ズ
2
）、
二

〇
〇
九
年
。 

14	

二
〇
一
五
年
度　

海
外
日
本
語
教
育
機
関
調
査
（
国
際
交
流
基
金
）。	

 

（https://w
w

w
.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/survey15.htm

l

）, 
p. 9. 

15	

他
に
も
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、「
日
本
語
の
サ
イ
ト
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
語
フ
ォ
ン
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
中
国
語
の
フ
ォ
ン
ト
で
表
示

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
あ
る
。

16	

歴
史
あ
る
バ
ス
テ
ィ
オ
ン
校
舎
が
来
年
か
ら
新
築
さ
れ
る
た
め
、
今
年
の
三
年
生
の
最
終

授
業
の
際
に
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。

17	

今
年
の
一
年
生
の
最
終
授
業
で
、
日
本
学
専
攻
が
あ
る
校
舎
の
階
段
教
室
で
あ
る
。
彼
ら

が
選
ん
だ
日
本
や
ア
ジ
ア
の
音
楽
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
鑑
賞
し
た
際
に
撮
っ
た
一
枚
で
あ

る
。
彼
ら
が
選
ん
だ
曲
の
リ
ス
ト
、
な
ら
び
に
学
習
院
女
子
大
学
の
学
生
が
選
ん
だ
曲
の

リ
ス
ト
を
付
録
3
（
52
頁
参
照
）
に
付
し
て
お
く
。

18	

学
習
院
女
子
大
学
の
雑
誌T

he G
akushuin Journal of International Studies 

（volum
e 7

）
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
論
文
（《A

 study of the renew
ed 

K
yōiku kanji :  A

n attem
pt to quantify the relative im

portance of 1,026 
kanji using Japanese-Language Proficiency T

est (JLPT
) levels

》）
は
、
日
本
語

学
の
『
論
説
資
料
保
存
会
』
と
い
う
資
料
集
に
転
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　

19	

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、『
み
ん
な
の
日
本
語
』
初
級
Ⅰ
・
Ⅱ
（
フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
版
）。

20	

漢
字
の
読
み
は
、「
常
音
」
と
「
常
訓
」
だ
け
に
絞
っ
た
。
前
述
のjisho.org

な
ど
の
サ

イ
ト
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
読
み
方
が
網
羅
的
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

21	

こ
の
区
分
け
は
『
上
級
へ
の
と
び
ら　

き
た
え
よ
う
漢
字
力
─
上
級
へ
つ
な
げ
る
基
礎
漢

字
８
０
０
─
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
二
〇
一
〇
）
を
参
考
に
し
た
。

22	
O

bataya, 2021b, p. 4.

23	
O

bataya, 2021b, p. 3.

24	

こ
の
表
は
川
口
さ
ち
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
漢
字
の
教
育
と
学
習
─
自
律
学
習
の
可

能
性
」、『
Ｊ
Ｓ
Ｌ
漢
字
学
習
研
究
会
誌
2
号
』、
二
〇
一
〇
、p. 59

の
数
値
を
土
台
に
作

成
し
た
。

25	

一
巻
目
の
漢
字
が
多
い
の
で
、
一
年
生
に
はL.1-L.21

ま
で
に
し
て
あ
る
。

26	
Edgard Pich 

（1938-, Professor em
eritus, U

niversity of Lyon II Lum
ière, 

France

）。
ピ
ッ
ク
教
授
に
は
、
筆
者
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
学
位
論
文
の
副
査
を
し
て

い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
教
授
が
大
学
と
は
別
に
運
営
し
て
い
た
語
学
学
校
で
、
フ
ラ

ン
ス
語
を
教
わ
っ
て
い
た
。
教
授
は
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
出
身
で
、
幼
少
時
に
フ
ラ
ン
ス

へ
移
民
し
て
き
た
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
古
典
が
専
門
で
、
ラ
テ

ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
に
も
詳
し
い
と
い
う
の
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
。	

 

　

も
ち
ろ
ん
、
単
語
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
日
本
語
の
「
愛
人
」
と
中
国
語
の
「
爱
人

àirén

」（
ご
主
人
、
奥
さ
ん
）
の
よ
う
に
似
て
非
な
る
意
味
と
な
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な

い
。 

27	

筆
者
自
身
、
二
〇
一
二
年
か
ら
中
国
語
の
勉
強
を
始
め
、
二
〇
一
四
年
に
Ｈ
Ｓ
Ｋ
6
級
、

一
番
上
の
レ
ベ
ル
に
合
格
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
覚
悟
し
た
ら
、
実
は
「
既

に
予
習
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
の
現
象
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
次
第
で
あ
る
。

28	
O

bataya, 2019b, p. 3.

29	
O

bataya, 2018a, p. 7.

30	
O

bataya, 2018a, p. 8

（
一
部
を
改
変
、
追
加
）.

31	
O

bataya, 2019b, p. 8 ; O
bataya, 2021b, p. 14.

32	
旧
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
出
題
基
準
が
出
版
さ
れ
て
い
て
、
単
語
リ
ス
ト
・
漢
字
リ
ス
ト
・
文

法
リ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。
現
行
の
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
Ｎ
1
か
ら
Ｎ
5
）
で
は
出
題
基
準
が

出
版
さ
れ
て
い
な
い
。

33	

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
12
名
全
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
中
国
人
で
、
日
本

人
を
相
手
に
中
国
語
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
12
名
中
9
名
が
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
1
、
3
名
が 

Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ 

Ｎ
2
を
取
得
し
て
い
る
。
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34	
Berger, Claudia, &

 O
bataya, Y

uji. “Sim
ultaneously Learning Chinese and 

Japanese as T
hird Languages : Synergy or Futility?” 

（2014

）
で
我
々
が
使
っ

た
概
念
で
、「
日
中
両
言
語
は
同
じ
文
字
を
共
用
し
て
い
る
の
で
、
一
見
相
互
理
解
が
容
易

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
際
は
思
っ
た
よ
り
習
得
が
難
し
い
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

35	

「D
isciplines

」
の
欄
が
専
攻
名
で
あ
る
。
Ｂ
Ａ
は
学
士
で
、
3
年
間
で
卒
業
す
る
。
Ｍ
Ａ

は
修
士
で
、
普
通
は
2
年
間
で
卒
業
す
る
。

36	
A

ctivités culturelless de l’U
niversité de Genéve 

（culture.unige.ch

）, affiche 
élaborée par A

nne Zanelli.

37	

同
じ
曲
が
複
数
回
推
薦
さ
れ
て
い
た
場
合
は
（
複
数
）
と
付
し
て
あ
る
。
ま
た
、
括
弧
内

の
文
章
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
さ
れ
て
い
た
コ
メ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
。
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付録 1　ジュネーヴ大学文学部・専攻別学生数★35
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付録 2　ブリッセ教授の映画講義のチラシ★36
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付録 3　�ジュネーヴ大学の学生が選んだ日本（アジア）の音楽と学習院女子大学の学生が
選んだお薦めの音楽リスト★37
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ジュネーヴ大学における日本語教育──漢字データベースの作成とその活用

付録 4　「形」と「意味」のデータ
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付録 5　日中漢字の音韻的類似度の調査アンケート


